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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を取得する画像取得手段と、
　この画像取得手段によって取得された画像の縮小画像を作成する縮小画像作成手段と、
　この縮小画像作成手段によって作成された縮小画像を記憶する記憶手段と、
　前記画像取得手段によって取得された画像を当該装置外部のデータベースに保存させる
保存手段と、
　前記保存手段により前記データベースに保存された画像の縮小画像に前記画像が前記デ
ータベースに保存されていることを示す保存先情報を関連付けて記憶するよう制御する記
憶制御手段と、
　前記記憶手段によって記憶された縮小画像を表示手段に表示するよう指示する指示手段
と、
　この指示手段によって表示が指示されると、前記データベースが当該装置と接続可能か
否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段による判断結果に基づいた表示を前記縮小画像とともに行うよう制御する
表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記データベースと無線通信により接続する接続手段を更に備え、
　前記判断手段は、前記無線通信による通信圏内に当該装置が存在するか否かに基づいて
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、前記データベースが当該装置と接続可能か否かを判断することを特徴とする請求項１に
記載の電子装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記判断手段による判断結果に基づいて表示対象となる縮小画像
を加工して表示するよう制御することを特徴とする請求項１又は２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、表示対象の縮小画像に関連付けられた画像の保存先が前記データ
ベースであることを示すアイコンをこの縮小画像と共に表示するよう制御することを特徴
とする請求項１乃至３の何れかに記載の電子装置。
【請求項５】
　前記画像取得手段は撮像手段を含むことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の
電子装置。
【請求項６】
　画像取得部、記憶部、及び、外部のデータベースに接続する接続部を備える電子機器が
具備するコンピュータを、
　前記画像取得部で取得された画像の縮小画像を作成する縮小画像作成手段、
　この縮小画像作成手段によって作成された縮小画像を前記記憶部に記憶させる第１の記
憶制御手段、
　前記画像取得部で取得された画像を前記データベースに保存させる保存手段、
　前記保存手段により前記データベースに保存された画像の縮小画像に前記画像が前記デ
ータベースに保存されていることを示す保存先情報を関連付けて記憶するよう制御する第
２の記憶制御手段、
　前記記憶部に記憶された縮小画像の表示出力の指示を検出する指示検出手段、
　この指示検出手段によって表示の指示が検出されると、前記データベースが当該装置と
接続可能か否かを判断する判断手段、
　前記判断手段による判断結果に基づいた表示を前記縮小画像とともに行うよう制御する
表示制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取得した画像についてその縮小画像を表示する電子機器、及び、プログラム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラのアルバムモードでは、ＤＣＦ規格に基づいたファイル形式で画像を記
憶し、この規格に設定されたサムネイル画像を読み出して一覧表示する（例えば、特許文
献１参照）。そして、カメラ付き携帯電話に代表される通信機能付撮像装置の場合におい
ても上記のデジタルカメラの場合と同様に、実画像データやサムネイル画像データから、
アルバムモードにおいてリサイズして一覧表示させている。
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－２３２５９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、カメラ付き携帯電話の場合、インターネットを通じてダウンロードした
画像（著作権保護付含）については、ＤＣＦ規格に基づいたファイルフォーマットされて
はおらず、著作権保護付画像については原則的にソースを加工したり、外部に転送するこ
とも禁止されている。したがって、従来技術では、アルバムモードで画像を表示させる際
でも、記憶媒体（フラッシュＲＯＭ）にダウンロードした画像や、撮影した画像などが混
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在して格納されていた場合、サムネイル画像が保存されていないダウンロード画像と混在
させて表示させる場合は、一目で確認することはできなかったという問題があった。
【０００５】
　また、カメラ付き携帯電話の場合、カメラの画素数の増加に伴い、撮影した画像データ
のデータ量が増加する傾向になる。このため、端末内のメモリや外部メモリでは撮影した
画像データの保存枚数が限られ、カメラ機能を備えていても、メモリ容量に余裕がないと
、撮影したいときに撮影できなくなるという問題がある。そこで、撮影した画像データを
通信機能を用いてインターネットなどのネットワーク上のデータベース（サーバ）に接続
し、該データベースに保存する技術も提案されている。この場合も、上述したように、ア
ルバムモードで画像を表示させる際に、記憶媒体（フラッシュＲＯＭ）にダウンロードし
た画像や、撮影した画像などが混在して格納されていた場合、サムネイル画像が保存され
ていないダウンロード画像と混在させて表示させる場合、ネットワーク上のデータベース
に保存された画像と混在させて表示する場合は、一目で確認することはできなかったとい
う問題があった。
【０００６】
　そこで本発明は、取得した画像が外部の保存手段に保存され、その保存手段に接続可能
か否かを、一目で確認することができるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的達成のため、請求項１記載の発明は、画像を取得する画像取得手段と、この画
像取得手段によって取得された画像の縮小画像を作成する縮小画像作成手段と、この縮小
画像作成手段によって作成された縮小画像を記憶する記憶手段と、前記画像取得手段によ
って取得された画像を当該装置外部のデータベースに保存させる保存手段と、前記保存手
段により前記データベースに保存された画像の縮小画像に前記画像が前記データベースに
保存されていることを示す保存先情報を関連付けて記憶するよう制御する記憶制御手段と
、前記記憶手段によって記憶された縮小画像を表示手段に表示するよう指示する指示手段
と、この指示手段によって表示が指示されると、前記データベースが当該装置と接続可能
か否かを判断する判断手段と、前記判断手段による判断結果に基づいた表示を前記縮小画
像とともに行うよう制御する表示制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、前記保存手段と無線
通信により接続する接続手段を更に備え、前記判断手段は、前記無線通信による通信圏内
に当該装置が存在するか否かに基づいて、前記保存手段が当該装置と接続可能か否かを判
断することを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項３記載の発明は、上記請求項１又は２記載の発明において、前記表示制御
手段は、前記判断手段による判断結果に基づいて表示対象となる縮小画像を加工して表示
するよう制御することを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項４記載の発明は、上記請求項１乃至３の何れかに記載の発明において、前
記表示制御手段は、表示対象の縮小画像に関連付けられた画像の保存先が前記データベー
スであることを示すアイコンをこの縮小画像と共に表示するよう制御することを特徴とす
る。
【００１１】
　また、請求項５記載の発明は、上記請求項１乃至４の何れかに記載の発明において、前
記画像取得手段は撮像手段を含むことを特徴とする。
【００１２】
　上記目的達成のため、請求項６記載の発明は、画像を取得する画像取得手段と、この画
像取得手段によって取得された画像の縮小画像を作成する縮小画像作成手段と、この縮小
画像作成手段によって作成された縮小画像を記憶する記憶手段と、前記画像取得手段によ
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って取得された画像を当該装置外部のデータベースに保存させる保存手段と、前記保存手
段により前記データベースに保存された画像の縮小画像に前記画像が前記データベースに
保存されていることを示す保存先情報を関連付けて記憶するよう制御する記憶制御手段と
、前記記憶手段によって記憶された縮小画像を表示手段に表示するよう指示する指示手段
と、この指示手段によって表示が指示されると、前記データベースが当該装置と接続可能
か否かを判断する判断手段と、前記判断手段による判断結果に基づいた表示を前記縮小画
像とともに行うよう制御する表示制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、取得した画像が外部の保存手段に保存され、その保存手段に接続可能
か否かを、一目で確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を、携帯電話に適用した一実施例として、図面を参照して説
明する。
【００１５】
Ａ．実施形態の構成
　以下、本発明の一実施の形態を図に従って説明する。図１は、本実施の形態に係る携帯
電話電信システムの構成を示すシステム構成図である。図において、携帯電話１は、携帯
電話通信サービスで採用されている周波数帯、及び、無線通信プロトコルに従って、通話
機能と画像送受信機能とを備える。無線基地局３００は、携帯電話１を当該携帯電話１が
加入する通信サービス事業者（インターネットプロバイダを含む）３０１に接続する。
【００１６】
　通信サービス事業者（インターネットプロバイダを含む）３０１は、主なサービスとし
て提供している携帯電話サービスに必要とする通信回路処理部３０２の他、後述のＷＷＷ
３０５に接続するためのシステム（Ｗｅｂサーバ３０４）、メールシステム（メールサー
バ３０４）を備えている。また、無線基地局３００をＡＰ（アクセス・ポイント）として
、携帯電話１をＷＷＷ３０５に接続させるための機能も備えている。データベースサービ
ス会社３０６は、ＷＷＷ３０５に接続するためのシステム（Ｗｅｂサーバ３０７）、管理
サーバ３０８、及び、登録ユーザからアップロードされるＨＴＭＬファイルや画像ファイ
ル、その他マルチメディアデータを格納するデータベース３０９を備えている。
【００１７】
　図２は、本発明の実施形態による携帯電話１の外観図（開状態：正面図および背面図）
である。本実施形態における携帯電話１は、蓋部２と本体部３からなる二つ折り構造であ
る。スピーカ１０１は、蓋部２の前面側に設けられており、音声出力を行なう。表示部（
メイン表示部）１０２は、カラー液晶であり、ＱＶＧＡの解像度を有し、撮影した画像や
ＷＷＷ３０５を介してダウンロードした画像を表示可能となっている。アンテナ１１０３
は、本体部３の背面に設けられており、伸縮自在となっている。
【００１８】
　カメラキー１０４は、撮影モードへの移行、撮影部の起動を指示するためのキーである
。メールキー１０５は、メールモードへの移行、メールプログラムのロードを指示するた
めのキーである。十字キー１０６は、カーソルの移動、フォーカス（選択）の移動を指示
するためのキーである。決定キー１０７は、モード選択を決定したり、選択を決定したり
するためのキーである。アドレスキー１０８は、アドレス帳データを表示するためのキー
である。ネット接続キー１０９は、インターネットへ接続するためのキーである。クリア
キー１１０は、選択などをキャンセルするためのキーである。オンフックキー１１１は、
回線を接続するためのキーである。オフフックキー１１２は、回線を切断するためのキー
である。テンキー１１３は、文字入力やダイアル入力を行なうためのキーである。
【００１９】
　マイク１１４は、本体部３の下部に設けられており、通話時における音声入力を行なう
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。録音用マイク１１５は、音声メモや動画撮影時の音声などを入力する。サブ表示部１１
６は、蓋部の背面に設けられており、携帯電話１が閉じられた状態において、日時表示や
、着信報知、メール着信報知、静止画や動画撮影時の補助画面などに用いられる。報知用
ＬＥＤ１１７は、着信報知、メール着信報知を行なう。
【００２０】
　撮像レンズ１１８は、蓋部２の背面、上記サブ表示部１６の下部に設けられており、静
止画や動画を撮影する。フラッシュ用ＬＥＤ１１９は、静止画や動画撮影時に点灯し、露
出不足を防止する。報知スピーカ１９は、着信や緊急時などを報知するものであり、蓋部
２を本体部３に閉じた状態でも報知音が聞こえるように、本体部３の裏面に配置されてい
る。
【００２１】
　次に、図３は、上述した携帯電話１の構成を示すブロック図である。図において、無線
送受信部１２１は、無線によりアンテナ１０３を介して音声やデータ（メールデータ）を
送受し変調／復調するなど、ＰＳＫ方式に基づく変復調、ＣＤＭＡ方式に基づく端末認証
処理を含む通信処理を行なう。
【００２２】
　制御部１２２は、ＷＷＷ接続制御を含む当該機器を制御する。通信データ処理部１２２
１は、ＣＬＥＰ系ボコーダ＆音声復号処理回路、パケットデータ生成回路、およびパケッ
トデータ復元回路を含み、通信プロトコルに沿ったデータ処理を行なう。システムＲＯＭ
１２２２は、当該機器を制御するための基本システムプログラムを格納する。オーディオ
インターフェース１２２３は、通信データ処理部１２２１で処理される音声信号の入出力
処理を行ない、マイク１１４または録音用マイク１１５からの音声を入力して音声信号に
変換したり、音声信号をスピーカ１０１から出力する。
【００２３】
　アドレスデータバス処理部１２３は、周辺回路（点線枠）とのデータの入出力タイミン
グ等を制御・管理する。ＲＡＭ１２４は、アドレス帳データや、メールデータ等、機器内
で生成される各種データを記憶する。プログラムＲＯＭ１２５は、書換可能なＦｌａｓｈ
　ＲＯＭで構成され、各種アプリケーションプログラムを格納する。
【００２４】
　表示モジュール系ドライバ１２８は、サブ表示部１１６、メイン表示部１０２、ＬＥＤ
１１７，１１９を駆動させる。音源ＩＣ１２６は、着信音などを生成する。アンプ１２７
は、音源ＩＣ１２６からの音声信号を増幅し、スピーカ１２０から出力する。撮像デバイ
ス１３０は、ＣＣＤ、若しくはＣＭＯＳで構成され、撮像レンズ１１８により集束された
映像をカラー画像として取り込む。ＤＳＰ１２９は、撮像デバイス１３０にて取り込まれ
た画像を符号化処理する。
【００２５】
　次に、図４は、本実施形態による携帯電話のＲＡＭ１２４に記憶されている画像データ
の一覧テーブル１２４１を示す概念図である。一覧テーブル１２４１は、レコードＮＯ．
で管理されており、各レコードは、ファイル名、属性、格納日時、サイズ、フラグＡ、フ
ラグＢのフィールドからなる。ファイル名は、画像データに一意に付けられた名称である
。属性は、画像データの入手元を示し、「カメラ」の場合には、自身に設けられたカメラ
（撮影機能）により撮影した画像データであることを示し、「ダウンロード」の場合には
、ＷＷＷ３０５からダウンロードした画像データであることを示し、「受信メール添付」
の場合には、受信したメールに添付された画像データであることを示す。
【００２６】
　格納日時は、画像データをメモリに格納した日時を示す。サイズは、画像データの大き
さを、高さ×幅（ドット）で示す。フラグＡは、サムネイルの有無を示し、「０」で無し
、「１」で有ることを意味する。画像データの元サイズが大きい場合には、通常、画像デ
ータ格納時などに予めサムネイルを作成しておく。フラグＢは、著作権の有無を示し、「
０」で無し、「１」で有ることを意味する。一般に、インターネットなどからダウンロー
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ドした画像データは、著作権を有するものがある。
【００２７】
　例えば、レコードＮｏ．１～Ｎｏ．３の画像データには、サムネイルがないが、レコー
ドＮｏ．４，Ｎｏ．５およびＮｏ．７の画像データは、取得した時点でサムネイルがあり
、画像データとともにそのサイムネイルも格納している。また、レコードＮｏ．６の画像
データには、著作権が付与されており、縮小画像を作成して表示することは可能であるが
、表示後には、縮小画像を削除しなければならない。
【００２８】
　次に、図５は、本実施形態による携帯電話のアルバム管理テーブル１２４２を示す概念
図である。図示するアルバム管理テーブル１２４２は、上述した図４に示すデータから作
成される。本実施形態では、アルバムモードにおいて、該アルバム管理テーブル１２４２
を参照して、表示バッファに縮小画像を展開し、メイン表示部に縮小画像を一覧表示する
。アルバム管理テーブル１２４２には、画像データの表示位置（行位置、列位置）、その
位置に表示する表示内容（実際に表示する縮小画像）、および元画像データのレコードＮ
ｏ．を示すリンク先アドレスが記憶されている。なお、表示内容である縮小画像は、フラ
グＡを参照してサムネイルが存在する場合には、サムネイルを縮小した縮小画像となり、
サムネイルが存在しない場合には、元画像を縮小した縮小画像となる。また、フラグＢを
参照して著作権が設定されている場合には、縮小画像を表示内容として保持することなく
、一覧表示する時点で元画像データから縮小画像を作成している。
【００２９】
Ｂ．実施形態の動作
　次に、上述した実施形態による携帯電話の動作について説明する。
　ここで、図６は、本実施形態の動作（アルバムモード）を説明するためのフローチャー
トである。また、図７は、アルバムモード時のメイン表示部１０２における表示例を示す
模式図である。まず、データフォルダのアルバムモードがユーザにより選択されると、Ｒ
ＡＭ１２４を検索し（Ｓ１０）、アルバム管理テーブル１２４２（図４）が作成されてい
るか否かを判断する（Ｓ１２）。
【００３０】
　そして、アルバム管理テーブル１２４２が作成されていれば、ＲＡＭ１２４の検索結果
、すなわちＲＡＭ１２４に格納した各画像データと、アルバム管理テーブル１２４２の内
容とを照合し（Ｓ１４）、双方の内容が異なるか否かを判断する（Ｓ１８）。
【００３１】
　そして、双方の内容が異なれば、アルバム管理テーブル１２４２の内容を、ＲＡＭ１２
４の検索結果で更新する（Ｓ２０）。すなわち、内容が異なる部分に対してのみ、メイン
表示部１０２に対する表示位置（行位置、列位置）を決定し、フラグＡで示されるサムネ
イルの有無に従って、画像データあるいはサムネイルから縮小画像を作成し、アルバム管
理テーブル１２４２を更新する。アルバム管理テーブル１２４２の内容に従って、表示す
べき画像データ（縮小画像）を表示バッファに展開する（Ｓ２２）。
【００３２】
　一方、双方の内容が同一ならば、そのままアルバム管理テーブル１２４２の内容に従っ
て、表示すべき画像データ（縮小画像）を表示バッファに展開する（Ｓ２２）。
【００３３】
　また、ＲＡＭ１２４を検索した結果、アルバム管理テーブル１２４２が作成されていな
ければ、検索結果に従って、アルバム管理テーブル１２４２を作成する（Ｓ１６）。すな
わち、ＲＡＭ１２４に格納されている画像データに対して、レコードＮｏ．順にメイン表
示部１０２に対する表示位置（行位置、列位置）を決定し、フラグＡで示されるサムネイ
ルの有無に従って、画像データあるいはサムネイルから縮小画像を作成することで、アル
バム管理テーブル１２４２を作成する。そして、アルバム管理テーブル１２４２の内容に
従って、表示すべき画像データ（縮小画像）を表示バッファに展開する（Ｓ２２）。
【００３４】
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　なお、アルバム管理テーブル１２４２において、行位置「２」、列位置「３」に表示さ
れる画像データ（表示内容が斜線）、すなわちインターネットからダウンロードした「ｇ
ｒａｐｈｉｃ０２.ｊｐｇ」は、著作権を有する。このため、該画像データを表示バッフ
ァへ展開する際には、リンク先アドレスに従って、ＲＡＭを検索し、対応する元画像デー
タをその時点で縮小して縮小画像を作成する。つまり、その都度、元画像データから縮小
画像を作成する。
【００３５】
　表示バッファに展開されて画像データ（縮小画像）は、図７に示すように、メイン表示
部１０２に一覧表示される（Ｓ２４）。それぞれの矩形が表示バッファに展開された画像
データを示している。また、このとき、表示されている画像データの所定の位置（図示の
例では右下端）に画像データの属性（すなわち入手元）を示すアイコンを表示する。アイ
コン２００は、「カメラ」を示し、アイコン２０１，２０１は、「受信メール」を示し、
アイコン２０２は、「ダウンロード（著作権なし）」を示し、アイコン２０３は、「ダウ
ンロード（著作権あり）」を示している。
【００３６】
　次に、アルバムモードが終了したか否かを判断し（Ｓ２６）、アルバムモードが終了し
ていなければ、ステップＳ２４へ戻り、アルバムモードを継続する。一方、アルバムモー
ドが終了すると、表示バッファを消去する（Ｓ２８）。ゆえに、インターネットからダウ
ンロードした、著作権を有する「ｇｒａｐｈｉｃ０２.ｊｐｇ」については、サイムネイ
ルや縮小画像は一切残らない。
【００３７】
　なお、上述した実施形態においては、一画面上に、撮影された画像の縮小画像と、イン
ターネットなどからダウンロードした画像の縮小画像とを混在させて一覧表示するように
したが、撮影した画像の縮小画像と、インターネットなどからダウンロードした画像の縮
小画像とを、ページ切り替えで交互に切り替わるように、それぞれ区別されて一覧表示さ
れるようにしてもよい。
【００３８】
　また、上述した実施形態においては、一画面上に、撮影された画像の縮小画像と、イン
ターネットなどからダウンロードした画像の縮小画像とを混在させて一覧表示する際、そ
れぞれの入手元をアイコンにより区別するようにしたが、それぞれの縮小画像の枠の色を
異なるものとするなどして、識別可能に表示するようにしてもよい。
【００３９】
Ｃ．第２実施形態
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。本第２実施形態では、撮影した画像を
、内部メモリ、外部メモリに加えて、図１におけるデータベースサービス会社３０６のデ
ータベース３０９に保存することを選択可能とした。また、撮影された画像の縮小画像と
、ＷＷＷ３０５などからダウンロードした画像の縮小画像とを混在させて一覧表示する際
、元の画像データの所在、すなわち内部メモリ、外部メモリあるいは、ＷＷＷ３０５等の
外部ネットワーク上に設置されたデータベースのうち、どこに保存されているのかを、一
目で確認できるようにする。
【００４０】
Ｃ－１．第２実施形態の構成
　図８は、本発明の第２実施形態によるカメラ付き携帯電話の構成を示すブロック図であ
る。なお、図３に対応する部分には同一の符号を付けて説明を省略する。図において、コ
ネクタ１４４は、外部記録媒体（例えばｍｉｎｉＳＤカードなど）１４５を装着する。外
部記録媒体１４５は、ユーザデータとして撮影した画像データを記憶する。また、本第２
実施形態によるカメラ付き携帯電話では、撮影した画像データを、通信データ処理部１２
２１などにより、ＷＷＷ３０５を介してデータベースサービス会社３０６に接続し、デー
タベース３０９にアップロード（保存）することが可能となっている。
【００４１】
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　次に、図９は、本第２実施形態による携帯電話のＲＡＭ１２４に記憶されている画像デ
ータの一覧テーブル１２４１を示す概念図である。本第２実施形態では、上述した実施形
態に対して、画像データの格納場所を示す情報を加えている。格納場所を示す情報として
は、データベース３０９等のサーバに格納した場合には格納先情報を示すＵＲＬ、内部メ
モリ（ＲＡＭ１２４）に格納した場合には内部メモリ、外部メモリ（外部記録媒体１４５
）に格納した場合には外部メモリと認識可能な情報とする。なお、アルバム管理テーブル
１２４２については、上述した実施形態と同様であるので説明を省略する。
【００４２】
Ｃ－２．第２実施形態の動作
　次に、本第２実施形態の動作について説明する。ここで、図１０は、撮影モード時にお
ける動作を説明するためのフローチャートである。また、図１１ないし図１３は、本第２
実施形態の動作（アルバムモード）を説明するためのフローチャートである。また、図１
４ないし図１６は、アルバムモード時のメイン表示部１０２における表示例を示す模式図
である。
【００４３】
（１）撮影動作
　まず、所定の操作により撮影モードが選択され、シャッターボタン（決定キー１０７）
が押下されると、撮像デバイス１３０により、撮像レンズ１１８により集束された映像を
カラー画像として取り込み、ＤＳＰ１２９により、撮像デバイス１３０にて取り込まれた
画像を符号化処理して画像データを取得する（Ｓ５０）。次に、端末が通信圏内にあるか
否かを判断し（Ｓ５２）、通信圏内にある場合には、撮影した画像データの保存先として
、内部メモリ／外部メモリあるいはデータベース３０９にするかをユーザに選択させる（
Ｓ５４）。
【００４４】
　そして、データベース３０９が選択された場合には、撮影した画像データのサムネイル
を作成し（Ｓ５６）、該サムネイルを内部メモリ（ＲＡＭ１２４）に保存する（Ｓ５８）
。次に、ＷＷＷ３０５を介してデータベースサービス会社３０６との通信を確立し（Ｓ６
０）、データベース３０９の所定の保存先に画像データをアップロードする（Ｓ６２）。
次に、画像データを保存したＵＲＬ情報やファイル名、属性、格納日時、サイズ、フラグ
Ａ、フラグＢなどを、端末のＲＡＭ１２４に記憶されている画像データの一覧テーブル１
２４１に保存する（Ｓ６４）。
【００４５】
　一方、端末が通信圏内にない場合、あるいは保存先として内部メモリ（ＲＡＭ１２４）
または外部メモリ（外部記録媒体１４５）が選択された場合には、撮影した画像データの
サムネイルを作成し（Ｓ６６）、該サムネイルを内部メモリ（ＲＡＭ１２４）に保存する
とともに、ファイル名、属性、格納日時、サイズ、フラグＡ、フラグＢなどを、端末のＲ
ＡＭ１２４に記憶されている画像データの一覧テーブル１２４１に保存する（Ｓ６８）。
次に、撮影した画像データを、内部メモリ（ＲＡＭ１２４）または外部メモリ（外部記録
媒体１４５）に保存する（Ｓ７０）。
【００４６】
（２）アルバム表示動作
　まず、データフォルダのアルバムモードがユーザにより選択されると、ＲＡＭ１２４を
検索し（Ｓ８０）、アルバム管理テーブル１２４２（図５）が作成されているか否かを判
断する（Ｓ８２）。そして、アルバム管理テーブル１２４２が作成されていれば、ＲＡＭ
１２４の検索結果、すなわちＲＡＭ１２４に格納した各画像データと、アルバム管理テー
ブル１２４２の内容とを照合し（Ｓ８４）、双方の内容が異なるか否かを判断する（Ｓ８
６）。
【００４７】
　そして、双方の内容が異なれば、アルバム管理テーブル１２４２の内容を、ＲＡＭ１２
４の検索結果で更新する（Ｓ８８）。すなわち、内容が異なる部分に対してのみ、メイン



(9) JP 4618356 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

表示部１０２に対する表示位置（行位置、列位置）を決定し、フラグＡで示されるサムネ
イルの有無に従って、画像データあるいはサムネイルから縮小画像を作成し、アルバム管
理テーブル１２４２を更新する。そして、アルバム管理テーブル１２４２の内容に従って
、表示すべき画像データ（縮小画像）を表示バッファに展開する（Ｓ９２）。
【００４８】
　一方、双方の内容が同一ならば、そのままアルバム管理テーブル１２４２の内容に従っ
て、表示すべき画像データ（縮小画像）を表示バッファに展開する（Ｓ９２）。
【００４９】
　また、ＲＡＭ１２４を検索した結果、アルバム管理テーブル１２４２が作成されていな
ければ、検索結果に従って、アルバム管理テーブル１２４２を作成する（Ｓ９０）。すな
わち、ＲＡＭ１２４に格納されている画像データに対して、レコードＮｏ．順にメイン表
示部１０２に対する表示位置（行位置、列位置）を決定し、フラグＡで示されるサムネイ
ルの有無に従って、画像データあるいはサムネイルから縮小画像を作成することで、アル
バム管理テーブル１２４２を作成する。そして、アルバム管理テーブル１２４２の内容に
従って、表示すべき画像データ（縮小画像）を表示バッファに展開する（Ｓ９２）。
【００５０】
　なお、著作権を有する画像データに対するサムネイルの作成については上述した実施形
態と同様である。また、サムネイルの表示バッファへの展開では、画像データが内部メモ
リ（ＲＡＭ１２４）に保存されているときは問題ないが、外部メモリ（外部記録媒体１４
５）に保存したものの、その外部メモリが装着されていない場合や、データベース３０９
に保存したものの、端末が通信圏内にいない場合などには、選択したサムネイルの元画像
を取得したり、表示させることができない。本実施形態では、このように、元の画像デー
タを取得できない旨を一目で確認することができるように、画像データを取得することが
できない場合には、その画像データのサムネイルをグレー色で表示するように表示バッフ
ァに展開している。なお、サムネイルの表示バッファへの展開処理の詳細については後述
する。
【００５１】
　表示バッファに展開されて画像データ（縮小画像）は、図１４に示すように、メイン表
示部１０２に一覧表示される（Ｓ９４）。それぞれの矩形が表示バッファに展開された画
像データを示している。また、このとき、表示されている画像データの所定の位置（図示
の例では右下端）に画像データの属性（すなわち入手元）を示すアイコンを表示する。ア
イコン２００は、「カメラ」を示し、アイコン２０１，２０１は、「受信メール」を示し
、アイコン２０２は、「ダウンロード（著作権なし）」を示し、アイコン２０３は、「ダ
ウンロード（著作権あり）」を示している。さらに、画像データの所定の位置（図示の例
では左下端）に画像データの保存場所を示すアイコンを表示する。アイコン２０４は、「
サーバ」（データベース３０９）に保存されていることを示し、アイコン２０５は、「外
部メモリ（外部記録媒体１４５）」に保存されていることを示し、アイコン２０６は、「
内部メモリ（ＲＡＭ１２４）」に保存されていることを示している。
【００５２】
　次に、いずれかのサムネイルが選択されたか否かを判断し（Ｓ９６）、選択されない場
合には、アルバムモードが終了したか否かを判断し（Ｓ１１４）、アルバムモードが終了
していなければ、ステップＳ９４へ戻り、アルバムモードを継続する。一方、アルバムモ
ードが終了すると、表示バッファを消去する（Ｓ１１６）。ゆえに、インターネットから
ダウンロードした、著作権を有する「ｇｒａｐｈｉｃ０２.ｊｐｇ」については、サイム
ネイルや縮小画像は一切残らない。
【００５３】
　一方、いずれかのサムネイルが選択された場合には、対応する画像データが取り出し可
能であるか否かを判断する（Ｓ９８）。すなわち、グレー表示されているサムネイルが選
択された場合には、対応する画像データが外部メモリまたはデータベース３０９に保存さ
れており、その外部メモリが装着されていないか、基地局３００がカバーするエリア圏外
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か、ＷＷＷ３０５の混雑等によってデータベースサービス会社３０６へ接続できない場合
であり、この場合、対応する画像データを取得することができないと判断される。ここで
、グレー表示されているサムネイルが選択された場合には、元の画像データを取得するこ
とができないので、その旨のメッセージを表示するなどして、ステップＳ９４へ戻り、ア
ルバムモードを継続する。
【００５４】
　一方、グレー表示されていないサムネイル、すなわち元の画像データが取得可能である
場合には、元の画像データの保存先がデータベース３０９であるか否かを判断する（Ｓ１
００）。ここで、選択されたサムネイルに対応する元の画像データの保存先が内部メモリ
（ＲＡＭ１２４）または外部メモリ（外部記録媒体１４５）である場合には、保存先から
画像データを読み出し（Ｓ１０２）、読み出した画像データをメイン表示部１０２に表示
する（Ｓ１１２）。その後、アルバムモードが終了したか否かを判断し（Ｓ１１４）、ア
ルバムモードが終了していなければ、ステップＳ９４へ戻り、アルバムモードを継続する
。一方、アルバムモードが終了すると、表示バッファを消去する（Ｓ１１６）。
【００５５】
　一方、選択されたサムネイルに対応する元の画像データの保存先がデータベース３０９
である場合には、図１６に示すように、データベースサービス会社３０６に接続してよい
か確認するための通信確認メッセージ（例えば、「この画像を表示するためには通信を行
う必要があります。通信を行いますか？」）をメイン表示部１０２に表示する。ここで、
ユーザが通信を行わないことを選択した場合には、対応する画像データを表示することな
く、アルバムモードが終了したか否かを判断し（Ｓ１１４）、アルバムモードが終了して
いなければ、ステップＳ９４へ戻り、アルバムモードを継続する。一方、アルバムモード
が終了すると、表示バッファを消去する（Ｓ１１６）。
【００５６】
　一方、ユーザが通信を行うことを選択した場合には、データベースサービス会社３０６
との通信を確立し（Ｓ１０８）、図９に示す画像データの一覧テーブル１２４１を参照し
、保存先のＵＲＬ情報に従ってデータベース３０９から画像データをダウンロードする（
Ｓ１１０）。次に、データベース３０９からダウンロードした画像データをメイン表示部
１０２に表示する（Ｓ１１２）。その後、アルバムモードが終了したか否かを判断し（Ｓ
１１４）、アルバムモードが終了していなければ、ステップＳ９４へ戻り、アルバムモー
ドを継続する。一方、アルバムモードが終了すると、表示バッファを消去する（Ｓ１１６
）。
【００５７】
（３）バッファ展開処理
　次に、上述した動作説明において、サムネイルを表示バッファに展開する動作について
図１３を参照して詳細に説明する。バッファ展開処理では、まず、展開しようとしている
サムネイルに対応する画像データの保存先が内部メモリ（ＲＡＭ１２４）であるか否かを
判断する（Ｓ１２０）。そして、対応する画像データの保存先が内部メモリである場合に
は、そのサムネイルをそのまま表示バッファに展開する（Ｓ１２２）。この場合、メイン
表示部１０２には、通常通り、サムネイルが表示される。
【００５８】
　一方、対応する画像データの保存先が内部メモリでない場合には、外部メモリ（外部記
録媒体１４５）であるか否かを判断する（Ｓ１２４）。そして、対応する画像データの保
存先が外部メモリである場合には、外部メモリが装着されているか否かを判断する（Ｓ１
２６）。そして、外部メモリが装着されている場合には、そのサムネイルをそのまま表示
バッファに展開する（Ｓ１２８）。この場合、メイン表示部１０２には、通常通り、サム
ネイルが表示される。一方、外部メモリが装着されていない場合には、対応する画像デー
タを読み出すことができないので、そのサムネイルをグレー色で展開する（Ｓ１３０）。
この場合、メイン表示部１０２には、図１５に示すように、対象のサムネイルがグレーで
表示される。
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【００５９】
　一方、対応する画像データの保存先が内部でも外部メモリでもない場合、すなわちデー
タベース３０９である場合には、端末が通信圏内にあるか否かを判断する（Ｓ１３２）。
そして、端末が通信圏内にある場合には、そのサムネイルをそのまま表示バッファに展開
する（Ｓ１２８）。この場合、メイン表示部１０２には、通常通り、サムネイルが表示さ
れる。一方、端末が通信圏内にない場合には、データベース３０９から画像データをダウ
ンロードすることができないので、そのサムネイルをグレー色で展開する（Ｓ１３０）。
この場合、メイン表示部１０２には、図１５に示すように、対象のサムネイルがグレーで
表示される。
【００６０】
　このように、サムネイルの元となる画像データの保存先が外部メモリ（外部記録媒体１
４５）またはＷＷＷ３０５に接続されたデータベース３０９である場合、外部メモリが装
着されているか、または端末が通信圏内であるかをチェックし、対応する画像データを取
得できない状況にある場合には、そのサムネイルをグレー表示とすることで、元の画像デ
ータを表示することができる否かを一目で確認することができる。
【００６１】
　なお、上述した実施形態においては、一画面上に、撮影された画像の縮小画像と、イン
ターネットなどからダウンロードした画像の縮小画像とを混在させて一覧表示するように
したが、撮影した画像の縮小画像と、インターネットなどからダウンロードした画像の縮
小画像とを、ページ切り替えで交互に切り替わるように、それぞれ区別されて一覧表示さ
れるようにしてもよい。また、元画像データの保存先別に、ページ切り替えで交互に切り
替わるように、それぞれ区別されて一覧表示されるようにしてもよい。
【００６２】
　また、上述した実施形態においては、一画面上に、撮影された画像の縮小画像と、イン
ターネットなどからダウンロードした画像の縮小画像とを混在させて一覧表示する際、そ
れぞれの入手元をアイコンにより区別するようにしたが、それぞれの縮小画像の枠の色を
異なるものとするなどして、識別可能に表示するようにしてもよい。同様に、縮小画像と
を混在させて一覧表示する際、それぞれの縮小画像に対応する元画像を保存先から取得す
ることができない場合（すなわち通信圏外、あるいは外部記録媒体の非装着）、縮小画像
をグレー表示するようにしたが、それぞれの縮小画像の枠の色を異なるものとするなどし
て、識別可能に表示するようにしてもよい。
【００６３】
　また、上述した実施形態においては、カメラ付携帯電話に本発明を適用した場合につい
て述べたが、これに限定されること無く、例えば、無線通信機能や、その他ＬＡＮ等のネ
ットワーク接続機能、若しくは、地上波デジタル放送受信機能を備え、これらを介して取
得した画像を表示できるデジタルカメラや、ＰＤＡ、ネット家電であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施の形態に係る携帯電話通信システムの構成を示すシステム構成図で
ある。
【図２】本発明の実施形態による携帯電話１の外観図（開状態：正面図および背面図）で
ある。
【図３】本実施形態による携帯電話１の構成を示すブロック図である。
【図４】本実施形態による携帯電話のＲＡＭに記憶されている画像データを示す概念図で
ある。
【図５】本実施形態による携帯電話のアルバム管理テーブル１２４２を示す概念図である
。
【図６】本実施形態の動作（アルバムモード）を説明するためのフローチャートである。
【図７】アルバムモード時のメイン表示部における表示例を示す模式図である。
【図８】本発明の第２実施形態による携帯電話１の構成を示すブロック図である。
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【図９】本第２実施形態による携帯電話のＲＡＭに記憶されている画像データを示す概念
図である。
【図１０】撮影モード時における動作を説明するためのフローチャートである。
【図１１】本第２実施形態の動作（アルバムモード）を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１２】本第２実施形態の動作（アルバムモード）を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１３】本第２実施形態の動作（アルバムモード）を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１４】アルバムモード時のメイン表示部における表示例を示す模式図である。
【図１５】アルバムモード時のメイン表示部における表示例を示す模式図である。
【図１６】アルバムモード時のメイン表示部における表示例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１０１　スピーカ
　１０２　メイン表示部
　１０３　アンテナ
　１０４～１１３　入力部
　１１４　マイク
　１１５　マイク
　１１６　サブ表示部
　１１７　ＬＥＤ
　１１８　撮像レンズ
　１１９　ＬＥＤ
　１２０　スピーカ
　１２１　無線部
　１２２　制御部
　１２２１　通信データ処理部
　１２２２　システムＲＯＭ
　１２２３　オーディオインターフェース
　１２３　アドレスデータバス処理部
　１２４　ＲＡＭ
　１２５　プログラムＲＯＭ
　１２６　音源ＩＣ
　１２７　ＡＭＰ
　１２８　表示モジュール系ドライバ
　１２９　ＤＳＰ
　１３０　撮像デバイス
　１４４　コネクタ
　１４５　外部記録媒体
　３０９　データベース
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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